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資料 1-1 武庫川水系河川整備計画（原案）の概要 
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 本資料は、河川整備計画（原案）のうち整備目標や治水対策の考え方、動植物の

生活環境の保全・再生への取り組みなど、特に重要な事項についての基本的な考え

方を示したものである。また河川整備基本方針と河川整備計画の関係、河川整備計

画と総合治水推進計画の関係、原案から計画策定までの流れについても分かりやす

く整理した。 

武庫川水系河川整備計画（原案）の概要 

 １ これまでの経緯 

 ２ 河川整備計画とは 

 ３ 計画の目標 

 ４ 課題を踏まえた治水対策の選定 

 ５ 総合的な治水対策の推進 

 ６ 洪水に対する安全性のさらなる向上 

 ７ 動植物の生活環境の保全・再生 

 ８ 河川整備計画（原案）の構成など 
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武庫川水系河川整備計画（原案）武庫川水系河川整備計画（原案）
の概要

兵庫県

１ これまでの経緯
２ 河川整備計画とは
３ 計画の目標
４ 課題を踏まえた治水対策の選定
５ 総合的な治水対策の推進
６ 洪水に対する安全度のさらなる向上
７ 動植物の生活環境の保全・再生
８ 河川整備計画(原案)の構成など

む こ がわ

武庫川水系河川整備計画(原案)等に関する説明用補足資料

河川整備計画（原案）の概要
第55回流域委員会

資料5-1

1 1 これまでの経緯これまでの経緯

｢武庫川改修計画平面図｣（大正９年～昭和３年）
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これまでの経緯

武庫川峡谷の自然環境に与える影響が
大きいというダム反対の声が大きくなり、
平成9年の河川法改正の流れもあって、

「合意形成の新たな取り組み合意形成の新たな取り組みを行うとともに、

総合的な治水対策についてｾﾞﾛﾍﾞｰｽから検討総合的な治水対策についてｾﾞﾛﾍﾞｰｽから検討する」
ことを兵庫県知事が表明（平成兵庫県知事が表明（平成1212年年99月）月）

平成12年度

武庫川ダム建設事業に着手武庫川ダム建設事業に着手平成5年度

昭和昭和5858年洪水を契機に年洪水を契機に

尼崎･西宮･伊丹･宝塚市域
で河川改修事業に着手河川改修事業に着手

昭和62年度
昭和58年洪水

（宝塚市） 河川改修事業

1 これまでの経緯

進めてきた河川改修事業の河川改修事業の

整備水準を超える規模の洪水整備水準を超える規模の洪水が発生
平成16年度

学識経験者や地域住民の幅広い
意見を反映させた計画を作成する
ため､｢｢武庫川流域委員会」を設置武庫川流域委員会」を設置

（平成（平成1616年年33月）月）

平成15年度

国土交通大臣の同意を得て
｢｢武庫川水系河川整備基本方針」武庫川水系河川整備基本方針」
を策定を策定 （平成（平成2121年年33月月1010日）日）

平成20年度

武庫川流域委員会が
提言書を知事に提出提言書を知事に提出 ((平成平成1818年年88月月))

平成18年度

武庫川流域委員会

提言書を知事に提出

生瀬

（説明用補足資料）資料5-2 

1 これまでの経緯
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枝川

申川

2 2 河川整備計画とは河川整備計画とは

明治10年頃の地形図

武庫川

河川の計画
（河川整備計画とは）

河川法

平成22年1月
兵庫県

河川整備計画整備計画
武庫川水系

今回

河川整備基本方針基本方針

策定済

平成21年3月
兵庫県

武庫川水系

河川整備の
最終目標最終目標

基本方針の目標達成に向けて基本方針の目標達成に向けて
概ね2020～～3030年間年間で実施する
河川整備の内容

2 河川整備計画とは

（原案）

基本方針：河川法第１６条

整備計画：河川法第１６条の２
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基本方針との関係を階段に例えると

段階的に段階的に
安全度の向上を図るイメージ安全度の向上を図るイメージ

河川整備基本方針基本方針

平成21年3月
兵庫県

武庫川水系

河川整備の
最終目標最終目標

2 河川整備計画とは

・・・・・

平成22年1月
兵庫県

河川整備計画整備計画
武庫川水系

概ね2020～～3030年間年間で
実施する河川整備の内容

平成○年○月
兵庫県

河川整備計画整備計画
武庫川水系

第3期

平成○年○月
兵庫県

河川整備計画整備計画
武庫川水系

第2期

段階的な安全度の向上

河川整備基本方針の整備目標を達成河川整備基本方針の整備目標を達成するに
は、物理的・社会的・財政的等の視点からみて
も多くの期間を要するため、2020～～3030年間で全て年間で全て
を完成させることは困難を完成させることは困難である。

河川整備計画で、適切な整備目標を設定河川整備計画で、適切な整備目標を設定し、河
川整備基本方針の整備目標達成に向け､
段階的に洪水に対する安全度を向上段階的に洪水に対する安全度を向上させる。

2 河川整備計画とは
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昭和20年頃の地形図

3 3 計画の目標計画の目標

武庫川

平成22年1月
兵庫県

河川整備計画整備計画
武庫川水系

今回

河川整備基本方針基本方針

策定済

平成21年3月
兵庫県

武庫川水系

河川整備の最終目標最終目標

基本方針の目標達成に向けて基本方針の目標達成に向けて
概ね2020～～3030年間年間で実施する
河川整備の内容

計画の目標

目標流量目標流量4,690m4,690m33/s/s 目標流量目標流量 ？？ mm33/s/s

（原案）

3 計画の目標
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国管理河川と肩を並べる
武庫川の想定はんらん区域内の人口・資産

想定氾濫区域内人口

想定氾濫区域内資産
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全国第全国第1010位位

平成20年度 第8回河川現況調査より
全ての一級水系(109水系)及び主要な二級水系(100水系)を対象とした調査。
想定氾濫区域内人口・資産の上位15水系のうち、二級水系は武庫川のみ。

全国第全国第1010位位
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11 12 13 14 15

11 12 13 14 15

1
2

3
4

5
6 7 8 9

･･･全209水系

･･･全209水系

3 計画の目標

はんらん区域内の人口

はんらん区域内の資産

武庫川と はんらん区域を共有する猪名川

尼崎市西宮市

武
庫
川

猪
名
川

神
崎
川

淀川

武庫川の浸水想定区域武庫川の浸水想定区域

猪名川の浸水想定区域猪名川の浸水想定区域

3 計画の目標

N
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上位ｸﾗｽの
国管理河川等の
目標水準

①上位クラスの上位クラスの
国管理河川国管理河川

②武庫川と氾濫氾濫
区域を共有する区域を共有する
猪名川猪名川

ともに
戦後最大洪水戦後最大洪水 （未策定）

戦後 大洪水戦後 大洪水

戦後 大洪水戦後 大洪水

（未策定）

戦後 大洪水戦後 大洪水

戦後 大洪水戦後 大洪水

戦後 大洪水戦後 大洪水

戦後 大洪水戦後 大洪水

戦後 大洪水戦後 大洪水

（未策定）

戦後 大洪水戦後 大洪水

（未策定）

戦後 大洪水戦後 大洪水

（未策定）

（未策定）

河川整備計画の
目標水準

(平成21年8月時点)

想定氾濫区域内

1515北上川

1413筑後川筑後川

1314天竜川天竜川

1212阿賀野川

1111鶴見川鶴見川

1010武庫川武庫川

99庄内川庄内川

88石狩川石狩川

77多摩川多摩川

66信濃川

55木曽川木曽川

44大和川

33淀川淀川((猪名川含む猪名川含む))

21利根川

12荒川

一般資産
額順位

人口順位
水系名

3 計画の目標

の目標水準
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3 計画の目標

3,510m3/s
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平成22年1月
兵庫県

河川整備計画整備計画
武庫川水系

今回

河川整備基本方針基本方針

策定済

平成21年3月
兵庫県

武庫川水系

河川整備の最終目標最終目標

基本方針の目標達成に向けて基本方針の目標達成に向けて
概ね2020～～3030年間年間で実施する
河川整備の内容

計画の目標

目標流量目標流量4,690m4,690m33/s/s 目標流量目標流量3,510m3,510m33/s/s

（原案）
戦後最大の洪水戦後最大の洪水である
昭和昭和3636年年66月月2727日洪水日洪水と同規模
の洪水から沿川住民の生命や
財産を守ることとし、
目標の流量を目標の流量を3,510m3,510m33//ssとする。

（説明用補足資料）資料5-3 

3 計画の目標

4 武庫川の課題を踏まえた
治水対策の選定

現在の地形図

武庫川
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